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　コロナ禍の影響によって，講演会や研修会な
どのスタイルが大きく変わったように思います。
これまでの対面式からオンライン式に切り替わ
ることで，講師としても受講者としても多くの
メリットを私自身も感じています。特に，本来
であれば遠隔地で開催される講義に気楽に参加
できたり，見逃し配信などを利用しながら自分
のペースで学べたりする点は大きなメリットだ
と感じています。このコーナーでは，これらの
オンライン講義のメリットを意識した活動とし
て，私が最近力を入れているSNSと連動したオ
ンライン出張講義について紹介させていただき
ます。

SNS とオンラインで広がる多様な受講者層
　私はTwitterを私的な呟きをするために使用
していましたが，コロナ禍の状況が長引いて
いる状況を機に使用目的を大きく転換しまし
た。具体的には，オンライン研修会などの講義
で使用したスライドなどを投稿しています。こ
の活動を始めた時は，コロナ禍におけるメンタ
ルヘルスや子育ての問題が深刻化していまし
た。私なりにできる活動は何かを考えた結果，
これらの問題解決のきっかけとして，臨床心理
学の情報を取り入れていただけるような情報公
開をTwitterやnoteなどのSNSに投稿し始めま
した。投稿を続けていると，これまではご縁が
少なかった中高生やご高齢の方など，幅広い年
齢層や他職種の方に少しずつ興味をもっていた
だけるようになり，個人でもワークショップを
企画・実施させていただけるようになりました。
これまで臨床心理学の情報を届けることが難し
かった方々にも情報を共有してもらえるように

なったことは大変喜ばしいことです。
　また，専門機関や自治体で実施される研修会
においても大きな変化がありました。毎年，研
修会をさせていただいているある自治体では，
オンライン研修会に移行したことで，受講者数
が3倍になったとうかがいました。会場までの
移動距離や時間的な制約がオンラインによって
緩和したことで，多くの方に参加していただき
やすくなったのだと思います。主催者側として
も数百名分の受講者を収容する会場設置や資料
準備を行う負担が軽減されている点はメリット
のように思います。メリットの部分をさらに
高められるように，私が講師をつとめる研修
会では，ご依頼をいただいた自治体や施設機
関の特設Webページを専用に作成し，見逃し
配信の動画をダイジェスト版として再録画した
り，SNSなどで公開した情報と連動できるよう
にしています。研修会ではどうしても概略的に
なってしまう部分もありますので，SNSで公開
した資料を補足資料としてご参照いただきなが
ら，より深い学びにつなげてもらえるように工
夫をしています。

オンラインの強みを生かした講義
　私がオンライン講義で最もメリットを感じて
いるのは，実験的な体験をしてもらえることで
す。私が担当する講座や研修会は，注意機能や
メタ認知などの認知機能の観点からアプローチ
するものが多いので，認知機能の状態を体験的
に理解できることは重要な意味をもちます。対
面式の講義では，数名の代表者に体験しても
らっていましたが，オンラインでは希望者全員
が体験できます。これまで反響が大きかった実
験的な体験としては，（事前に用意していただ
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私の出前授業

編集のスキルについては，早急に解決したい課
題だと感じています。これらの課題を改善して
いくことはもちろんですが，それとは別に，今
後挑戦したい活動課題もあります。それは，子
どもたちに心理学の知識を知ってもらう活動で
す。私は学校現場や子育て支援の現場で活動す
ることも多く，支援している子どものために心
理教育の動画を個別に作成することがあります
（主にマインドフルネスのトレーニング動画を
作成しています）。コロナ禍でのオンライン支
援がきっかけでしたが，動画での心理教育に一
定の手応えを感じています。支援に直接関連す
る知識だけでなく，社会心理学などの知識にも
興味をもってくれる子どもは多く，楽しんでく
れている印象です。現在は個別に公開している
活動ですが，一般公開できるように，これから
もSNSと連動しながらオンライン支援を続けて
いきたいと思います。

　　Twitter に公開しているスライドの一例（アカウントは@Imai_Shoji）
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日本学術振興会特別研究員，早稲田大学応用脳科学研究所を経て
現職。専門は臨床心理学（認知行動療法）。著書に『インスタント
ヘルプ！ 10代のためのマインドフルネストレーニング』（監修 , 合同
出版）など。

いたイヤホンの）右耳と左耳から別々の音（数
唱）が流れるように設定されたものを聞き分け
る両耳分離聴課題や，聴覚刺激を用いたマイン
ドフルネス（注意訓練法）のエクササイズなど
があります。また，オンライン講義のメリット
として，私が特に嬉しく感じるのは，質問や感
想をたくさんいただけることです。対面式の研
修会においても，質問の時間はありますが，研
修会の規模が大きくなるほど，研修会の時間内
における質問は少ない印象をもっています（研
修会終了後に個別の質問を多くいただきます）。
オンライン式の研修会では，チャット機能を通
じて，その場で質問を受けとれますし，気楽に
質問していただける点は大きなメリットだと感
じています。

SNS と連動したオンライン講義の課題と展望
　これまでご紹介したメリットにより，今後は
コロナ禍の状況が落ち着いても，オンライン講
義の需要は増し
てくるのではな
いかと思います。
オンライン講義
の他にも心理学
に関する動画配
信は増えており，
自身もYouTube
などを視聴し，
動画の内容とと
もに技術的なこ
とを学んでいま
す。たとえば，
字幕をつけると
いうことや，ス
ライドなどの提
示方法に関する




